





















2. 1 LVDT センサーの原理
リニア変位が測定可能な差動トラ
ンスは、 LVDT(LinearVariable Differential Thansformer) と呼ばれ、 Full-Bridge 型と Half-Bridge 型
がある(図 1 ) 0 IVoudt IV帆 ， I-IV。ω|
測定原理は、図のようにコイルを交流で励 -' i I i i 
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コア位置に比例した出力電圧が得られる(図 2 4 X i 
2) 。
本研修では、 LVDT セ ンサーとして高圧仕
様 Half-Bridge LVDT (HPS-03，新光電機製)
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2. 2 LVDT シグナルコンディショナー
LVDT への励磁交流電圧の供給と信号処理に、
LVDT 専用 IC である LVDT シグナルコンディシ
ヨナー(AD598，Analog Devices社製)を使用した。





表 1 変位センサー (HPS-03 型)の主な仕様
測定範囲 士 10mm(MAX:1:12mm) 





使用温度範囲 -20"" 1200C 





励磁電圧は外部抵抗により 2.1""24V rms の範囲で設
定でき、駆動能力は 30mArms である。また、 AD598
は位相シフトや信号の絶対値に影響を受けないため、
約 90mのケーブルでつながれた LVDT を駆動できる。
VOUTの位置出力範囲は、土 15V電源を使用した場合±
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サーの仕様書を基に、励磁周波数 5kHz、励起電圧 5 Vrms になるように素子の容量を調整し、また、
出力信号のバンド幅は 250Hz 以上とした。この回路の電源には::!::15V を使用したため、 DC 出力信号の
電圧値はマイナスからプラスまで変化するが、計調Ij部の AID 変換器の入力範囲が 0"'2.5V であるため、
出力信号にオフセット電圧を加えた。 AD598 にはオフセット電圧加算機能が内蔵されているが、後述す
る出力電圧の温度変化の影響を軽減するため、外付けしたオペアンプ加算回路により電圧を加えた。こ
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度係数を計算すると約 600ppmrC となり、 AD598 のゲインとオフセットの温度ドリフトの公称値
?0ppmtC 以内J と比較して大きな温度係数であった。この原因は分からないが、データシートに






!lD Pos = (r>remp -Dれ川 (1) 
ここで、 D1èll1Pは温度信号の AID 変換後の 16bit デジタル値(以後、 D 値と表す)、 D伽'p，Jmtは測定開始
時の温度信号の D 値、 Grは先の位置信号と温度信号のリニア関係の傾き、 Dp，ωは位置信号 D 値、 DposO
はコアゼロ位置での位置信号 D 値( = 216/2) 、 Dp，四， Calibは Gr算出時の平均位置信号 D 値である。






















y = 10.95 -4.959x -8.292x2 + 7.782x3 
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